
校内研修のねらい

ICT活用研修モジュール①

出典
文部科学省「GIGAスクール構想の実現に関する補助事業の概要

について」より
文部科学省「令和元年度学校における教育の情報化の実態等に

関する調査結果（概要）」より
文部科学省「21世紀を生き抜く児童生徒の情報活用能力育成の

ために」より
文部科学省「ICTを活用した指導方法」



第１回校内研修
本日の研修の流れ（例）

１ 校内研修のねらい
２ 児童生徒がICTを活用する授業とは
３ 情報活用能力について
４ 研究委員の実践

５
児童生徒がICTを活用する授業の
事例について 集める編

６
児童生徒がICTを活用する授業の
事例について まとめる編

７
児童生徒がICTを活用する授業の
事例について 伝える編

８ 授業づくりについて



文部科学省「GIGAスクール構想の実現に関する補助事業の概要について」より



文部科学省「GIGAスクール構想の実現に関する補助事業の概要について」より
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文部科学省「令和元年度学校における教育の情報化の実態等に関する調査結果（概要）」より
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本校の指導者意識調査の結果

質問５
～８

＜教員のICT活用指導力
チェックリストより＞

Ｃ項目「児童生徒のICT
活用を指導する能力」の
合計

質問15
今年度、児童生徒がＩＣ
Ｔを活用する授業を行っ
ていますか。

質問16

今年度、児童生徒の情報
活用能力を育成すること
を意識してＩＣＴを活用
する授業を行っています
か。

できる ややできる
ほとんど
できない

あまりできない

行って
いる

やや行っている
行って
いない

あまり行って
いない

（例）



学習の基盤となる
資質・能力

情報活用能力

言語能力 問題発見
解決能力

情報活用
能力



情報活用能力

文部科学省「21世紀を生き抜く児童生徒の情報活用能力育成のために」より



情報活用の実践力育成の三つの観点

集める

滋賀県総合教育センター「平成30年度研究員派遣による学校支援に関する研究
『児童の情報活用の実践力を高める授業づくりのあり方』」より

情報を収集・選択する

どっちがいいかな？

まとめる

情報を整理・比較する



情報活用の実践力育成の三つの観点

集める
まとめる
伝える

滋賀県総合教育センター「平成30年度研究員派遣による学校支援に関する研究
『児童の情報活用の実践力を高める授業づくりのあり方』」より

伝える

わかりやすく相手に伝える



「ICT活用の特性・強みを生かす」
「単にICT機器を指導に取り入れれば、情報
活用能力が育成されたり、教科等の指導が充
実したりするわけではない」

「教育の情報化に関する手引」(令和元年12月)より抜粋

・ICTを教科等の指導に取り入れるねらいを
明確にする

・ICT活用場面を意図的・計画的に位置付ける

情報活用
能力 児童生徒がICTを

活用する授業の充実



２回の校内研修のねらい
第1回校内研修 授業実践 第2回校内研修

時期 ８月下旬から９月上旬 ９月中旬から10月上旬 10月下旬から11月上旬

ねらい

児童生徒がICTを活
用する授業を行うこ
とができる。

授業実践から成果と
課題を見いだすこと
ができる。

指導者が行った授業
づくりについて交流
を行い、自身の成果
と課題を見いだし、
今後の実践につなげ
ていくことができる。

内容
研修のねらいを踏ま
えた授業を構想する。

授業プランシートを
活用し授業実践を行
う。

研究授業を行い、研
究協議では、授業実
践したことを交流す
ることにより共有し、
成果と課題をまとめ、
次の実践につなげる。
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